
問
最
終
処
分
場
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
新
最
終
処
分
場
の
候
補
地
選

定
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。
②
現

処
分
場
の
延
命
化
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。
③
今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
市
長
／
①
平
成
二
十
四
年
度
に
立
地

に
関
連
す
る
市
内
各
地
域
の
特
性
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
、
平
成
二
十
五
年
度
、

二
十
六
年
度
は
特
定
の
候
補
地
を
選
定
し

て
関
係
者
と
協
議
し
て
き
た
が
、
ア
ク
セ

ス
道
路
の
ル
ー
ト
設
定
に
か
か
わ
る
問
題

等
で
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
平
成

二
十
七
年
度
は
広
域
連
携
に
つ
い
て
模
索

し
つ
つ
、
最
新
処
理
技
術
の
情
報
の
蓄
積

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成

問
中
間
処
理
施
設
の
建
設
と
香
陵
公
園

周
辺
整
備
と
い
う
二
つ
の
大
規
模
な
事
業

を
並
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
財
政

上
無
理
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
①
当
初

の
計
画
を
変
更
す
る
理
由
は
。
②
市
民
へ

の
説
明
は
。

答
市
長
／
①
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
建
て
か
え
需
要
が
集
中
す
る

中
で
、
無
理
に
強
行
す
る
こ
と
が
本
市
の

た
め
に
な
る
の
か
を
庁
内
で
検
討
し
た
結

果
、
当
初
の
計
画
を
順
延
す
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
香
陵
公
園
周
辺
整
備
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
な
ど
が
想
像
以
上

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
入
札
不
調

問
地
方
中
枢
都
市
の
役
割
を
担
う
た
め
、

中
核
市
移
行
へ
の
考
え
は
。

答
市
長
／
中
核
市
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
及
び
地
方
交
付
税
基
準
財
政
需
要
額
の

加
算
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
職

員
の
確
保
や
、
そ
れ
ら
に
伴
う
人
件
費
の

増
加
、
施
設
の
維
持
管
理
経
費
及
び
財
政

負
担
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
中
核

市
を
目
指
す
に
足
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

問
産
業
振
興
を
図
り
、
仕
事
を
つ
く
る

こ
と
が
定
住
人
口
の
増
加
へ
つ
な
が
る
と

二
十
八
年
度
は
現
処
分
場
の
逼
迫
状
況
と

あ
わ
せ
て
新
し
い
処
理
方
式
を
取
り
入
れ

た
施
設
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
、
広
く
市

民
の
理
解
を
得
て
、
早
期
に
候
補
地
を
選

定
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
②
新
た

な
処
分
場
の
め
ど
が
立
つ
ま
で
の
間
、
現

処
分
場
の
延
命
化
を
図
る
べ
く
、
主
灰
の

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
等
に
加
え
、
平
成
二
十

七
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
飛
灰
の
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
も
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民

生
活
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努

め
て
い
く
。
③
新
最
終
処
分
場
の
整
備
を

市
民
共
通
の
課
題
と
し
て
認
識
し
て
も
ら

い
、
積
極
的
に
市
有
地
か
ら
候
補
地
を
選

定
し
、地
元
に
提
示
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

や
高
い
落
札
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
当
初

の
計
画
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
計
画
地
内
に
立

地
す
る
施
設
を
含
め
て
全
体
的
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
計
画
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
多

大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
あ
き

ら
め
る
の
で
は
な
く
、
最
適
な
時
期
に
、

最
少
の
費
用
で
、
民
間
活
力
の
導
入
や
国

庫
補
助
金
等
を
引
き
出
す
な
ど
し
て
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
②
広
報
ぬ
ま
づ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
周
知
を
図
る
ほ
か
、
周
辺

地
域
の
住
民
に
説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
起

業
、
創
業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
や
中

小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資
に
対
す
る
利

子
補
給
、
用
地
取
得
に
対
す
る
補
助
な
ど
、

市
内
企
業
の
円
滑
な
事
業
展
開
の
た
め
に

効
果
的
な
支
援
策
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
中
小
企
業
が
新
商
品
の
開
発
や
生
産

性
向
上
の
設
備
投
資
等
に
有
効
に
活
用
で

き
る
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
や
各
支
援
策
に

つ
い
て
、
市
内
企
業
に
積
極
的
に
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
周
知
に
努
め
て
い
る
。
雇
用

環
境
に
つ
い
て
は
、
本
市
独
自
の
就
職
応
援

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
求
職
者
と
市
内
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

加
藤
　
元
章

山
下
　
富
美
子

原
　
信
也

新最終処分場の　　　　
整備に向けた取り組みは

中間処理施設と香陵公園の
整備計画変更の理由は

中核市移行を目指す考えは

未
来
の
風

志
政
会

市
民
ク
ラ
ブ

一 般 質 問市政について問う！

平成28年 4月1日から
常任委員会の名称及び所管が
一部変更になりました

　消防の広域化及び沼津市事務分掌条例の一部改正
に伴い、常任委員会の名称及び所管が次のように改
められました。

旧 新

名
　
称

総務経済委員会 総務委員会

文教消防委員会 文教産業委員会

変

更

内

容

・�消防の広域化に伴い、旧文教消防委員会の
所管から、消防が外れます。
・�近年、歴史・文化を生かした観光施策、学
校教育におけるキャリア教育や地産地消な
ど、教育委員会と産業振興部との関連がふ
えてきたことから、産業振興部と農業委員
会の所管を旧総務経済委員会から文教産業
委員会に移管します。
・�沼津駅周辺整備部が新設され、建設水道委
員会の所管となります。
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